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　人ロの動き
一12月27日現在一
男4，253（一5）
女4，343（一2）
計8，596（一7）
世帯数2，258（±0）

　　（）は前月比較



　
ご
み
処
理
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

単
に
燃
や
し
て
埋
め
る
処
理
か
ら
「
ご

み
を
出
さ
な
い
」
「
で
き
る
だ
け
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
」
と
い
っ
た
新
し
い
観
点

か
ら
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

捨てれぱ畳みも

ら
で
き
た
の
が
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
、
平
成
七
年
六
月
に
成
立
し
、

本
年
四
月
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
ご
み
の
量
の
六
〇
パ

ー
セ
ン
ト
、
重
さ
に
す
る
と
約
二
〇
パ

ー
セ
ン
ト
～
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

十日町市川西町衛生施設組合のストックヤード。月曜日～土曜日の
持ち込み可能（日・祭日休み）、手数料は不要です。

る
と
い
わ
れ
て
い
る
容
器
包
装
が
対
象

で
す
。
び
ん
、
缶
、
紙
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
容
器
や
包
装
に
使
わ
れ
た
も
の

は
、
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

ご
み
の
減
量
化
や
再
商
品
化
（
リ
サ
イ

ク
ル
）
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

・
消
費
者

・
市
町
村

・
事
業
者

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う

に
分
別
し
て
出
す
。

分
別
収
集
を
行
う
。

事
業
者
と
は
、
容
器
や
中

身
の
製
造
者
、
販
売
店
で

す
。
市
町
村
が
分
別
収
集

し
た
も
の
を
、
再
商
品
化

す
る
。

　
こ
れ
か
ら
私
達
が

　
　
　
　
　
　
で
き
る
こ
と

①
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
。

　
徹
底
的
な
分
別
を
。

②
買
物
袋
を

　
持
参
し
、

　
ス
ー
パ
ー

　
な
ど
で
袋

　
を
も
ら
わ

　
な
い
。

③
商
品
の
過

　
剰
包
装
を

　
求
め
な
い
。

④
空
き
缶
類
は
資
源
と
し
て
活
用
す
る

　
の
で
、
中
に
残
物
が
な
い
よ
う
に
す
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い
。
　
（
多
種
多
様
の
使
い
捨
て
商
品

　
は
使
う
場
所
や
目
的
な
ど
に
応
じ
て

⑤
使
い
捨
て
商
品
を
な
る
べ
く
使
わ
な
　
〆

　生こみも、コンポスト容器な
　　たいひ
どで堆肥になります。これもリ

サイクルのD砿唆．．

　　こ

臓金＄■》　融
　・≒　　　　　　　　　　　　　　o　　o　o
”
詫
、
閉　　　　　・饗σぢ・．．ず

罎・騨1

　アルミかん1個のリサイクル

で、40ワット電球の12時間分の

電気を節約します。
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慢○露
欄騰煎ノ
　　　9．1．10②

　
使
用
す
る
）

⑥
使
え
る
物
は
使
え
な
く
な
る
ま
で
使

　
う
。
　
（
紙
の
裏
利
用
な
ど
）

⑦
生
ご
み
は
よ
く
水
を
切
っ
て
燃
え
や

　
す
く
し
た
り
、
生
ご
み
処
理
容
器
を

　
使
っ
た
り
す
る
。

⑧
ご
み
と
し
て
出
す
時
も
、
燃
え
る
ご

　
み
、
燃
え
な
い
ご
み
に
き
ち
ん
と
分

　
類
す
る
。

⑨
リ
サ
イ
ク
ル
製

　
品
や
エ
コ
マ
ー

　
ク
付
き
商
品
を

　
使
用
す
る
。
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牛
乳
パ
ッ
ク
の
収
集

　
　
　
　
　
　
　
始
め
ま
す

煽騨融

　｛触

　
現
在
町
が
行
っ
て
い
る
資
源
物
収
集

は
、
今
年
四
月
か
ら
こ
の
法
律
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、
四
月
か
ら
現

在
行
っ
て
い
る
紙
類
、
鉄
・
ア
ル
ミ
類

に
加
え
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
収
集
を
行
い

ま
す
。

　
出
し
方
や
収
集
の
方
法
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



ご
み

の
排
出

～
量
は
減
少
、

量
に
つ
い
て
は
減
少
傾
向

　
平
成
五
年
度
と
ご
み
の
量
を
比
較
す

る
と
、
七
年
度
は
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
ご
み
と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

生
ご
み
処
理
容
器
の
普
及
、
資
源
物
収

集
、
さ
ら
に
持
ち
込
み
ご
み
の
有
料
化

な
ど
で
す
。
ま
た
、
　
「
ご
み
」
に
対
す

る
関
心
度
の
高
ま
り
の
結
果
と
も
言
え

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
結
果
で
す
。

川西町年度別可燃ごみ処理量

　　　ン　　ト　位　単團

量
と
処
理
経
費
の
推
移

費
用
は
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
で
増
加
～

　
七
年
度
の
燃
え
る
ご
み
は
対
前
年
比

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
、
燃
え
な
い
ご
み

は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し

た
。資
源
物
の
収
集
は
大
幅
増

　
平
成
八
年
四
月
～
十
月
ま
で
の
紙
類

の
収
集
量
一
四
四
ト
ン
を
前
年
同
期
一

二
ニ
ト
ン
と
比
較
す
る
と
、
約
一
八
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
鉄
・
ア
ル
ミ
類
は
五
四
ト
ン
と
三

ニ
ト
ン
で
約
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
に
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川西町不燃ごみ年度別収集量

単位トン

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ふ
く
れ
上
が
る
処
理
経
費

　
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た
経
費
は
、

資
源
物
が
再
資
源
化
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設

備
投
資
や
諸
経
費
の
高
騰
に
よ
り
毎
年

増
加
し
て
い
ま
す
。
一
ト
ン
当
た
り
の

処
理
経
費
を
見
て
み
る
と
、
平
成
五
年

度
が
一
五
、
九
三
〇
円
、
平
成
六
年
度

二
〇
、
〇
三
二
円
、
平
成
七
年
度
は
二

一
、
七
六
九
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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ご
み
の
排
出
量
が
減
っ
て
い
る
の
に

ご
み
の
処
理
経
費
が
増
大
し
て
い
る
の

は
、
古
い
焼
却
施
設
の
解
体
や
、
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
に
か
か
っ
た
経
費
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　　ごみピット及びごみ
ぐクレーン

ピット内に投入されたごみはここに

一旦貯留され、ごみクレーンでかく

はんしてから炉内に入れ焼却する。

エコクリーンセンター

の一部を紹介

》プラットホーム

搬入されたごみは計量

された後ごみピット

ヘ投入される。

色
〃

う

　
十
二
月
十
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
七

回
川
西
町
議
会
定
例
会
の
全
日
程
が
十

七
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
十
一
日
は
、
川
西
町
議
会
議
員
の
報

酬
及
び
費
嗣
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
ぽ
か
二
件
の
条

例
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
十
七
日
に
は
、
川
西
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
｝
部
を
改
正
す

る
条
例
を
可
決
。
続
恥
で
、
平
成
八
年

度
州
酉
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五

号
）
及
び
川
西
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
討
補
正
予
算
（
第
三
号
）
ほ
か
四
件

の
特
別
会
計
と
　
件
の
事
業
会
計
の
補

正
予
算
（
第
二
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
．

　
ま
た
、
除
籍
簿
、
除
か
れ
た
戸
籍
の

附
票
等
の
保
存
期
聞
の
延
長
に
関
す
る

講
願
及
び
日
本
の
米
を
守
る
意
晃
書
提

出
ほ
か
二
件
の
意
見
書
提
出
を
決
め
ま

し
た
。

　
今
回
の
補
正
の
主
な
理
由
は
、
道
路

新
設
改
良
事
業
費
等
の
増
な
ど
に
よ
る

も
の
燈
、
二
筆
九
百
五
牽
八
万
七
干
円

増
え
、
総
額
五
十
工
億
七
千
七
百
四
筆

九
万
八
モ
円
と
な
ゆ
ま
し
た
。
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一
段
イ
逗
年
ん
紀

、
薯

り
四
町
長
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ノ愛

碓

（
読
み
方
）

な
ん
じ爾
の
俸
爾
の
禄
は

　
　
　
　
こ
　
ヤ
つ

民
の
膏
民
の
脂
な
り

か
　
　
み
ん
　
　
　
　
　
し
い
た

下
民
は
虐
げ
易
き
も

　
　
　
　
　
あ
ざ
む

上
天
は
欺
き
難
し

（
意
見
）

お
前
が
お
上
か
ら
戴
く
俸
禄
は
、

人
民
の
汗
と
脂
の
結
晶
で
あ
る
。

下
々
の
民
は
虐
げ
易
い
け
れ
ど
も
、

神
を
あ
ざ
む
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
出
所
）

磐
城
国
（
福
島
県
）
二
本
松
五
代
藩
主
丹
羽
高
寛
公
が
、

藩
政
改
革
と
綱
紀
粛
清
の
指
針
と
し
て
、
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
年
）
に
刻
せ
た
、
四
句
十
六
文
字
の
戒
石

銘
か
ら
引
用
。

　
　
　
　
ヤ
つ
し

　
今
年
は
丑
年
、
十
二
支
の
二
番
目
に

当
た
り
ま
す
。

　
町
に
は
丑
年
生
ま
れ
の
方
が
七
百
三

十
一
人
（
平
成
八
年
十
一
月
一
日
現
在
）

お
い
で
で
、
人
口
比
は
約
八
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
。
左
の
表
は
生
年
別
に
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　
丑
”
午
は
、
偶
て
い
目
反
す
う
類
ウ

シ
科
の
動
物
。
家
畜
と
し
て
の
役
牛
、

肉
牛
、
乳
牛
の
ほ
か
、
野
牛
や
水
牛
も

こ
の
仲
間
で
す
。
役
牛
と
聞
く
と
、
牛

の
鼻
先
を
と
っ
て
の
農
耕
や
運
搬
な
ど

を
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
と
の
付
き
合
い
が
長
い
牛
は
、
こ

と
わ
ざ
に
も
よ
く
登
場
し
ま
す
。
　
「
食

事
し
て
す
ぐ
寝
る
と
牛
に
な
る
」
な
ど

は
こ
の
よ
い
例
で
す
。
昔
は
行
儀
の
悪

い
子
を
し
か
る
と
き
に
親
が
よ
く
こ
の

言
葉
を
使
っ
た
も
の
で
す
。
で
も
、
最

近
は
、
食
後
に
あ
わ
て
て
動
く
よ
り
も
、

寝
こ
ろ
ん
だ
ほ
う
が
消
化
に
よ
い
と
い

わ
れ
、
こ
の
言
葉
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
証
券
業
界
に
は
「
ブ
ル
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
と
は

雄
牛
の
こ
と
で
、
積
極
的
な
取
り
引
き

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
景
気

と

存一号となる。

旺大洪水となる。

各地に広がる。

より沖立堤防

学校発足。

半、一部壊含む）。

西町農協誕生。

・レを記録）。

の
低
迷
か
ら
脱
出
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
十
二
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
に
役

場
に
お
い
で
の
方
の
中
か
ら
、
八
人
の

方
に
突
然
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
、

お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
質
間
事
項

①
お
名
前
と
生
ま
れ
年

②
お
住
ま
い
の
町
内
名

③
今
年
、
あ
な
た
（
家
族
を
含
む
）
が

　
や
り
た
い
こ
と
や
、
な
っ
た
ら
い
い

　
な
と
思
う
こ
と

　
　
　
’

④
お
住
ま
い
の
地
域
や
町
で
や
っ
て
み

　
た
い
こ
と
や
、
や
っ
た
ら
い
い
な
と

　
田
じ
・
つ
こ
と

　
’（敬
称
を
略
し
て
掲
載
し
ま
す
）

臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹

①
高
橋
麻
里
子
（
昭
和
五
十
年
、
卯
年

　
生
）
②
三
領

③
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
た
い
。
ボ
ー

　
ド
片
手
に
海
外
に
も
行
っ
て
み
た
い
。

④
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
店
が
で
き
た

　
ら
い
い
で
す
ね
。

①
若
山
昭
治
（
昭
和
二
年
、
卯
年
生
）

②
新
町
新
田

③
屋
根
を
克
雪
タ
イ
プ
に
改
造
し
た
い
。

④
克
雪
住
宅
や
屋
根
に
は
い
ろ
い
ろ
な

　
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
ー
が

　
見
れ
た
り
体
験
で
き
た
り
す
る
も
の

　
が
で
き
た
り
、
道
路
の
消
雪
パ
イ
プ

　
が
も
っ
と
充
実
し
た
ら
い
い
で
す
ね
。

①
中
村
　
強
（
昭
和
三
十
一
年
、
申
年

　
生
）

②
大
臼
倉

③
韓
国
旅
行
が
し
た
い
。

④
国
道
四
〇
三
号
が
早
期
に
改
良
を
終

　
え
、
温
泉
は
見
晴
ら
し
が
よ
い
と
こ

　
ろ
に
で
き
、
そ
し
て
景
気
が
回
復
し

　
た
ら
い
い
で
す
ね
。
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生まれ年 男 女 計 主　な　で　　き　ご

明治34
人
2
人
3
人
5
県道十日町線の改修が終わる。
上野平味田で耕地整理、郡内土地改良事業‘

大正2 21 27 48
8．27大豪雨で上村新田の堤防決壊、渋海

室島～中仙田間の道路を開削する。

〃　14 69 73 142
大雪となる。

小作料間題で地主・小作間の不和元

昭和12 52 66 118 日中戦争起こる。

〃　24 103 72 175
9．1（キテイ台風）と9．23の出水に

等決壊。耕地埋没や冠水等被害大。

〃　36 42 32 74
上野中と千手中が統合し、川西中
第2室戸台風により家屋の被害1，059戸（全

〃　48 45 41 86
川西農協と千手農協が合併し、川

高倉に国際村誕生。

〃　60 36 47 83
60豪雪（元旦に260センチメート

五升苗ダム竣工。

合　計 370 361 731 川西町史及び合併記念誌より抜粋。

①
大
久
保
秀
夫
（
昭
和
二
十
七
年
、
辰

　
年
生
）

②
野
　
口

③
長
男
や
そ
の
友
達
と
渓
流
釣
り
に
行

　
き
た
い
。

④
地
域
や
地
区
な
ど
の
単
位
で
の
催
し

　
物
が
も
っ
と
増
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
と
、
図
書
館
や
文
化
会
館
が
で

　
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

み弄忍」
手
成
弘
穿
え
ユ

　アゴ
　爵
ゆ藻

　嚢
、も

蜀
ノ　 、

O
　
　
　
『

ム

①
高
橋
和
子
（
昭
和
二
十
三
年
、
子
年

生
）

②
寺
尾

③
夫
婦
で
海
外
旅
行
に
行
き
た
い
。

④
文
化
会
館
や
図
書
館
が
で
き
た
ら
い

　
い
で
す
ね
。

①
松
本
一
仁
（
昭
和
三
十
五
年
、
子
年

　
生
）

②
中
屋
敷

③
人
と
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
、
前

　
向
き
な
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
し
た

　
い
。

④
日
本
や
世
界
を
見
渡
す
と
、
自
然
環

　
境
も
経
済
状
況
も
大
変
な
時
代
が
到

　
来
す
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
今
の
う

　
ち
に
毎
日
の
生
活
を
大
事
に
し
た
い

　
で
す
ね
。

磯
①
小
林
功
七
（
昭
和
五
年
、
午
年
生
）

②
中
仙
田

③
中
国
を
旅
行
し
て
万
里
の
長
城
を
歩

　
い
て
み
た
い
。

④
渋
海
川
を
整
備
し
、
シ
ー
ズ
ン
的
に

　
イ
カ
ダ
流
し
（
下
り
）
が
で
き
る
よ

　
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

①
星
名
康
弘
（
昭
和
四
十
七
年
、
子
年

　
生
）
②
沖
立

③
こ
れ
か
ら
の
仕
事
（
設
計
）
に
役
立

　
つ
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
建
物
や
場
所

　
を
見
て
み
た
い
。

④
川
西
町
に
ど
ん
な
寺
社
建
築
が
あ
っ

　
た
の
か
や
昔
な
が
ら
の
住
宅
を
研
究

　
し
、
克
雪
住
宅
に
役
立
て
ら
れ
た
ら

　
い
い
で
す
ね
。
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ま
ず
で
か
け
よ
う

　
　
世
界
は
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
国
際
交
流
を
推

進
す
る
目
的
で
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
本
紙
五
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
次
の
体
験
談
は
、
平
成
七
年
度
の
町

海
外
研
修
事
業
に
参
加
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ア
メ
リ
カ
に
行
か
れ
た
お
二
人
の

も
の
。
「
9
5
川
西
町
国
際
交
流
推
進
事

業
レ
ポ
ー
ト
集
」
掲
載
の
な
か
か
ら
紹

介
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

奇
　
　
遇

　
　
　
　
　
　
野
ロ
　
野
沢
永
一

　
貸
切
バ
ス
は
待
望
の
葉
た
ば
こ
産
地

へ
向
っ
て
、
越
後
平
野
の
何
倍
も
の
綿

畑
を
走
る
。
今
綿
花
の
収
穫
期
で
、
所

々
に
綿
の
収
穫
機
が
働
い
て
い
る
。
丘

陵
の
所
々
に
農
家
と
思
わ
れ
る
集
落
も

見
え
て
何
と
広
大
な
土
地
だ
と
驚
く
。

収
穫
を
終
っ
た
た
ば
こ
の
残
幹
の
畑
が

所
々
に
見
え
て
来
て
、
残
幹
の
耕
し
た

畑
も
た
ば
こ
は
我
々
の
バ
ー
レ
ー
と
余

り
大
差
な
い
大
き
さ
に
思
わ
れ
た
。
私

達
の
行
く
農
家
へ
は
何
時
頃
着
く
の
か
。

や
っ
と
広
い
道
よ
り
小
道
に
入
り
、
傾

斜
し
た
所
に
車
は
公
民
館
の
よ
う
な
所

で
止
っ
た
。
こ
れ
が
オ
リ
エ
ン
ト
葉
の

産
地
、
オ
リ
エ
ン
ト
葉
は
私
達
の
作
っ

て
い
た
種
類
と
大
変
な
違
い
で
、
幹
は

中
指
く
ら
い
の
太
さ
、
葉
は
二
十
セ
ン

チ
以
上
に
大
き
く
な
る
と
だ
め
で
、
天

パ
は
一
等
、
中
葉
が
二
等
、
下
葉
は
三

等
と
小
さ
い
物
が
品
質
が
良
く
、
一
本

二
十
五
枚
位
着
葉
と
の
事
。
ち
ょ
う
ど

日
本
の
柿
の
葉
の
大
き
さ
、
な
ん
と
細

か
な
こ
と
で
作
業
も
大
変
と
思
わ
れ
た
。

　
あ
い
さ
つ
の
言
葉
は
「
ア
ァ
サ
ス
」
。

今
日
は
葉
と
教
え
ら
れ
私
達
は
農
家
へ
。

作
業
場
に
整
然
と
並
べ
た
三
十
個
位
の

梱
包
さ
れ
た
た
ば
こ
は
一
包
の
目
方
は

ど
れ
く
ら
い
か
と
手
ま
ね
で
間
う
と
、

三
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
指
で
数
字
を
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。
多
分
私
く
ら
い
の

年
齢
だ
か
ら
耕
作
者
の
父
と
思
わ
れ
た
。

せ
が
れ
さ
ん
は
皆
さ
ん
に
説
明
し
て
い

る
。
会
社
の
緒
方
さ
ん
を
通
じ
て
の
説

明
で
、
天
日
で
青
く
干
し
て
室
内
で
黄

色
に
変
え
る
た
め
屋
内
で
は
た
く
さ
ん

の
た
ば
こ
が
吊
し
て
あ
り
、
次
の
農
家

へ
訪
ね
干
場
及
び
納
屋
を
見
学
い
た
し

ま
し
た
。
編
み
方
は
日
本
と
違
い
、
こ

の
小
さ
い
細
か
い
葉
は
ミ
シ
ン
編
み
機

で
並
べ
た
葉
を
編
ん
で
と
実
際
の
作
業

を
手
ま
ね
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
日

本
の
黄
色
種
の
ミ
シ
ン
編
み
機
の
よ
う

な
機
械
を
使
用
、
そ
れ
で
も
細
か
い
葉

の
収
穫
は
ま
た
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

苦
労
し
て
作
っ
た
葉
た
ば
こ
の
出
来
が

良
く
て
く
れ
れ
ば
と
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
よ
う
な
気
に
な
り
ま
し
た
。
二

時
頃
耕
作
者
と
昼
食
を
共
に
し
、
持
っ

て
来
た
お
土
産
の
時
計
を
各
々
に
差
し

上
げ
、
日
本
酒
も
飲
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
ち
ら
の
人
は
強
い
酒
を
飲
む

の
で
、
美
味
し
い
が
ア
ル
コ
ー
ル
分
が

弱
い
と
、
先
の
公
民
館
で
は
な
く
て
食

堂
で
あ
り
表
に
集
っ
た
子
供
達
に
鉛
筆

等
与
え
、
四
人
の
耕
作
者
と
楽
し
い
一

時
を
過
し
た
。
何
分
体
格
も
良
く
、
耕

作
の
腕
に
自
信
を
持
っ
た
人
達
、
零
戦

を
作
っ
た
日
本
人
に
逢
え
て
嬉
し
い
と
、

日
本
も
知
っ
て
い
て
く
れ
て
な
に
よ
り

で
あ
っ
た
。
私
達
の
吸
う
た
ば
こ
の
中

に
こ
の
葉
も
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
で

の
輸
入
量
は
七
万
ト
ン
位
で
あ
り
、
た

ば
こ
の
味
付
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
私
達
が
一
番
待
望
の
バ
ー
レ
ー
の
耕

作
者
を
訪
ね
る
た
め
に
オ
リ
エ
ン
ト
葉

の
耕
作
者
と
別
れ
、
車
を
出
発
し
次
の

丘
陵
の
中
央
位
に
。
大
き
い
乾
燥
室
が

見
え
相
変
わ
ら
ず
綿
畑
は
臼
い
花
を
付

け
て
、
で
も
こ
こ
は
肥
沃
な
土
地
ら
し

く
、
今
ま
で
の
畑
と
は
一
桁
大
き
い
。

耕
作
地
の
中
に
建
っ
て
い
る
乾
燥
室
を

体
格
の
良
い
耕
作
者
が
案
内
し
て
戸
を

開
い
て
見
せ
て
く
れ
、
私
達
も
中
を
見

学
。
当
地
は
本
年
は
雨
が
多
く
て
葉
の

む
れ
が
こ
ん
な
に
出
来
た
と
、
こ
こ
は

葉
た
ば
こ
を
並
べ
丈
の
百
五
十
位
の
物

を
置
き
、
ま
た
葉
た
ば
こ
を
乗
せ
並
べ

機
械
で
編
む
方
法
、
こ
れ
と
屋
内
に
十

二
段
位
の
乾
燥
室
の
枠
に
吊
込
方
法
、

日
本
の
黄
色
種
と
同
じ
、
但
し
、
火
力

は
使
用
し
て
い
な
い
自
然
乾
燥
で
あ
り
、

畑
は
赤
土
と
黒
ボ
ク
の
混
っ
た
よ
う
な

色
で
あ
り
、
肥
料
は
少
な
く
日
本
の
半

分
位
と
、
葉
は
日
本
の
我
等
の
物
と
変

ら
ぬ
よ
う
で
あ
り
、
八
町
歩
作
っ
て
収

穫
に
八
人
で
三
十
日
程
か
か
っ
た
と
、

若
い
耕
作
者
の
説
明
を
聞
き
、
連
編
み

に
し
ろ
機
械
編
み
に
し
ろ
、
現
在
に
始

ま
っ
て
い
る
日
本
の
バ
ー
レ
ー
の
機
械

乾
燥
方
法
の
一
日
も
早
い
完
成
を
望
む

を
痛
感
し
ま
し
た
。
た
ば
こ
が
取
り
持

つ
縁
か
、
三
人
の
ド
イ
ツ
人
研
修
生
が

三
月
十
七
日
仮
植
床
を
作
っ
て
い
る
私

の
所
へ
来
た
。
一
人
の
男
性
は
大
き
な

八
ミ
リ
を
持
っ
て
、
女
性
二
人
の
う
ち

一
人
は
日
本
語
が
話
せ
通
訳
を
し
て
私

に
何
を
作
っ
て
い
る
か
、
た
ば
こ
は
何

時
頃
か
ら
作
っ
て
い
る
か
、
出
来
た
葉

た
ば
こ
は
何
に
使
わ
れ
る
の
か
等
、
矢

継
ぎ
早
の
質
間
に
答
え
て
い
る
間
八
ミ

リ
で
熱
心
に
撮
っ
て
、
湿
気
で
困
る
と

言
う
の
で
ビ
ニ
ー
ル
の
裾
を
上
げ
て
写

し
て
も
ら
っ
た
、
滋
野
氏
が
仮
植
し
て

あ
る
の
を
見
せ
て
あ
げ
、
私
の
家
へ
戻

り
ブ
ル
除
雪
し
た
雪
の
深
さ
を
撮
っ
た

り
短
い
時
間
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
稲

作
の
研
究
に
来
て
る
由
。

　
飛
行
機
の
乗
り
継
ぎ
に
忙
し
い
空
港

で
私
は
一
番
後
ろ
の
は
ず
で
あ
っ
た
が
、

後
ろ
か
ら
私
の
肩
を
叩
い
た
者
が
あ
り
、

驚
い
て
振
り
向
く
と
、
先
の
通
訳
で
あ
⑥

り
ド
イ
ツ
の
留
学
生
の
彼
女
、
本
当
に
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奇
遇
に
て
驚
い
た
事
は
筆
舌
に
表
せ
な
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

い
。
言
葉
も
話
せ
な
い
名
前
も
知
ら
な
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

い
出
逢
い
で
あ
り
、
た
だ
お
互
い
に
笑

顔
を
交
し
あ
っ
た
。
写
真
を
一
枚
撮
る

の
が
や
っ
と
、
八
ミ
リ
の
男
性
と
私
の

カ
メ
ラ
に
納
っ
て
い
た
だ
き
、
手
を
振

っ
て
別
れ
私
達
の
仲
間
へ
急
い
だ
。
地

球
の
裏
側
辺
り
で
二
時
間
位
お
会
い
し

た
だ
け
な
の
に
良
く
憶
え
て
い
た
こ
と
、

こ
の
旅
行
に
今
一
つ
想
い
出
が
増
え
て

本
当
に
良
か
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ

　
　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
体
験

　
　
　
　
　
　
山
野
田
鴫
原
　
愛

　
昔
か
ら
外
国
に
対
す
る
興
味
が
人
一

倍
強
か
っ
た
私
は
、
何
度
か
親
の
ス
ネ

を
か
じ
り
、
海
外
へ
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
今
回
の
旅
行
は
今
ま
で
と
は
違

っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
せ
い
も

あ
る
が
、
私
が
一
番
心
ひ
か
れ
た
事
は
、

ア
メ
リ
カ
の
高
校
に
体
験
入
学
で
き
る
、

と
い
う
事
だ
っ
た
。

　
日
程
上
、
三
日
間
し
か
高
校
に
行
く

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ

と
違
い
を
見
つ
け
、
た
く
さ
ん
の
事
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
ず
第
一
に
思
っ

た
事
は
自
由
な
雰
囲
気
で
あ
る
、
と
い

う
事
だ
。
制
服
が
な
い
の
は
当
た
り
前

で
あ
り
、
日
本
の
よ
う
な
が
ん
じ
が
ら

め
の
校
則
な
ど
な
い
。
学
校
で
お
菓
子

だ
っ
て
売
っ
て
い
る
し
、
お
昼
に
外
へ

食
べ
に
行
く
の
も
自
由
な
の
だ
。
学
校



が
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
信
頼
し
て
い
る

し
、
生
徒
も
そ
れ
を
十
分
に
分
か
っ
て

い
る
の
だ
な
あ
と
感
じ
た
。
す
ご
く
良

い
と
思
う
。

　
　
’

　
日
本
で
は
、
学
校
が
生
徒
を
信
頼
し

な
い
た
め
、
多
く
の
学
校
で
多
く
の
不

必
要
な
校
則
が
で
き
て
い
る
。
そ
れ
に

反
発
す
る
よ
う
に
生
徒
は
校
則
を
破
り
、

ま
た
校
則
は
厳
し
く
な
る
の
だ
。
た
だ
、

今
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
の
制
度
を
日
本

で
行
っ
た
と
し
て
も
、
私
を
含
め
、
日

本
の
高
校
生
は
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
信
頼
さ
れ
て
る
分
、
責
任
も

と
て
も
大
き
な
も
の
と
な
る
。
受
け
身

で
生
活
し
て
き
た
私
達
が
急
に
自
主
的

に
行
動
で
き
る
よ
う
に
は
な
れ
な
い
と

思
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
制
度

で
難
し
い
所
は
、
自
分
の
好
き
な
科
目

を
自
分
で
好
き
な
よ
う
に
選
び
、
自
分

だ
け
の
時
間
割
を
作
る
と
い
う
事
で
あ

る
。
一
見
す
れ
ば
、
好
き
な
事
を
で
き

て
良
い
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
自
分
で
将
来
の
進
路
な
ど
も
考

え
て
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
と

て
も
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
の

に
み
ん
な
が
”
友
達
と
一
緒
”
と
い
う

の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
決
め
た
時

間
割
で
動
い
て
い
る
の
は
、
同
じ
高
校

生
で
も
違
う
な
、
と
思
っ
た
。
私
達
な

ん
て
、
選
択
科
目
を
選
ぷ
だ
け
で
迷
っ

て
い
た
の
に
…
…
。

　
日
本
の
学
力
の
方
が
上
だ
と
思
う
の

で
（
数
学
の
授
業
で
は
日
本
の
中
学
生

レ
ベ
ル
の
間
題
を
解
い
て
い
た
）
ど
ち

ら
の
制
度
が
良
い
と
も
言
え
な
い
が
、

日
本
の
学
校
制
度
に
ア
メ
リ
カ
の
学
校

の
雰
囲
気
だ
け
で
も
加
わ
れ
ば
、
ず
っ

と
良
く
な
る
と
思
う
。

　
高
校
も
楽
し
か
っ
た
が
、
や
は
り
一

緒
に
暮
ら
し
て
き
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
様
子
も
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
は
私
の
行

っ
た
高
校
の
障
害
を
持
っ
た
生
徒
を
教

え
る
高
校
教
師
で
あ
る
。
ホ
ス
ト
マ
ザ

ー
は
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
、
行
く
前

は
実
は
堅
苦
し
そ
う
で
い
や
だ
な
、
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
違
っ
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ザ
ー
は
毎
日
三
時
三
十
分
に
は

帰
っ
て
来
て
子
供
（
中
学
生
の
男
の
子

が
二
人
い
る
）
と
遊
ん
だ
り
、
趣
味
の

テ
ニ
ス
な
ど
を
し
て
い
た
。
三
時
三
十

分
に
帰
っ
て
来
た
の
に
は
本
当
に
び
っ

く
り
し
た
。
私
が
来
て
い
る
せ
い
か
と

思
っ
た
ら
、
い
つ
も
そ
う
な
の
だ
そ
う

だ
。
私
の
父
は
早
く
て
も
七
時
す
ぎ
に

な
ら
な
い
と
帰
宅
し
な
い
。
高
校
生
の

私
と
し
て
は
あ
ま
り
早
く
帰
っ
て
も
ら

う
の
も
嫌
な
の
だ
が
…
…
や
っ
ぱ
り
遅

い
よ
り
は
良
い
。
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
と
い
う
の
は
大
切
だ
と
思
う
。
書
き

忘
れ
た
が
、
私
の
行
っ
た
家
で
は
T
V

を
ほ
と
ん
ど
見
な
か
っ
た
。
そ
の
時
間

　
　
　
　
　
ら
ん

を
家
族
の
団
簗
と
し
て
使
っ
て
い
た
。

T
V
大
好
き
っ
子
の
私
と
し
て
は
、
も

し
我
が
家
が
そ
う
い
う
家
だ
っ
た
ら
苦

痛
だ
と
思
う
が
、
そ
の
分
勉
強
が
で
き

て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
、
驚
い
た
事
も
多
か
っ
た
が
、

一
番
驚
い
た
の
は
、
自
分
の
気
持
ち
だ

っ
た
。
最
近
は
日
本
も
西
洋
化
し
て
き

た
と
は
い
え
、
や
っ
ぱ
り
ア
メ
リ
カ
は

私
に
と
っ
て
「
異
国
の
地
」
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
暮
ら
し
方
の
違
い
も
、

言
葉
の
違
い
も
そ
れ
が
普
通
で
あ
る
か

の
よ
う
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
。
当
然
、
英
語
し
か
使
え
な
い
わ

け
で
、
行
く
前
は
か
な
り
不
安
が
大
き

か
っ
た
が
、
何
だ
か
ん
だ
い
っ
て
通
じ

る
も
の
で
、
そ
の
事
へ
の
自
信
も
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
英
語
を
使
う
事

も
そ
れ
が
普
通
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
自
分
に
本
当

に
驚
い
た
。

　
最
近
は
「
国
際
化
」
が
叫
ば
れ
て
い

る
。
あ
り
き
た
り
だ
が
、
本
当
の
「
国

際
人
」
に
な
る
に
は
、
国
と
か
そ
う
い

う
も
の
を
乗
り
越
え
、
一
人
の
人
間
と

し
て
外
国
の
人
と
付
き
合
っ
た
方
が
よ

い
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
手
段
と
し

て
一
番
便
利
な
英
語
を
私
は
一
生
懸
命

学
び
た
い
と
思
う
。
今
回
の
旅
行
は
私

に
と
っ
て
有
意
義
な
旅
だ
っ
た
。

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
奨
学
金
貸
与
制
度

ー
平
成
九
年
度
の
願
書
締
め
切
り
は
三
月
二
十
一
日
1

　
奨
学
金
貸
与
制
度
利
用
希
望
の
方
は
、

次
を
ご
覧
の
う
え
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
】

①
町
に
本
籍
が
あ
り
、
町
に
一
年
以
上

　
居
住
し
て
い
る
人

②
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
場

　
合
で
あ
っ
て
、
学
業
成
績
が
優
秀
と

　
認
め
ら
れ
る
人

【
奨
学
金
の
月
額
は
】

①
高
等
学
校

②
高
等
専
門
学
校

③
専
修
学
校

④
大
学
（
短
大
を
含
む
）

【
貸
与
期
間
は
】

一
万
円

二
万
円

二
万
円

三
万
円

　
奨
学
金
を
貸
与
す
る
期
間
は
、
貸
与

の
決
定
の
月
か
ら
奨
学
生
が
在
学
す
る

学
校
の
最
短
修
学
年
限
の
終
期
ま
で
で

す
。【
奨
学
金
の
返
済
は
】

①
奨
学
金
に
は
利
息
が
つ
き
ま
せ
ん
。

②
据
置
期
間
一
年
の
後
、
五
年
以
内
に

　
年
賦
ま
た
は
半
年
賦
の
方
法
で
返
済

　
し
ま
す
。

③
奨
学
生
が
さ
ら
に
上
級
の
学
校
に
進

　
学
し
た
と
き
や
卒
業
後
川
西
町
に
引

　
き
続
い
て
三
年
以
上
在
住
し
て
い
る

　
場
合
は
、
奨
学
金
の
返
済
を
猶
予

　
（
免
除
）
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
出
願
期
限
は
】

　
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

教
育
委
員
会
備
付
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
三
月
二
十
一
日
（
金
）

ま
で
に
学
校
教
育
課
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

○
申
し
込
み
に
必
要
な
関
係
書
類
を
そ

　
ろ
え
る
た
め
に
あ
る
程
度
の
期
間
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

お
早
め
に
。

○
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
具
体
的

　
な
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
保

　
護
者
の
方
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
智
六
八
－
二
一
六
七
　
　
有
線
二
一

五
九

糊輯
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避
け
て
通
れ
ぬ
転
作

　
　
　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
平
成
九
年
度
の
市
町
村
別
生
産
調
整

目
標
面
積
が
、
去
る
十
二
月
二
十
四
日

に
県
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
目
標

面
積
は
、
生
産
調
整
対
象
水
田
面
積
が

一
八
三
・
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
こ
か

ら
控
除
さ
れ
る
面
積
が
二
八
・
〇
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
残
り
の
一
五
五
・
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
転
作
等

目
標
面
積
）
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
目
標
面

積
に
つ
い
て
、
二
月
初
旬
に
集
落
等
に

配
分
面
積
を
お
示
し
す
る
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
十

二
月
中
旬
に
各
集
落
か
ら
報
告
を
い
た

だ
い
た
九
年
度
の
作
付
可
能
面
積
を
基

に
し
て
、
従
来
同
様
に
一
律
配
分
で
お

願
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
生
産
調
整
で
は

あ
り
ま
す
が
、
実
転
作
の
軽
減
の
た
め

◎
平
成
八
年
度
転
作
等
実
施
実
績

作物等区分 実施面積（ha）

作　　物　　等 45，108

自己保全管理 9，004

調　整　水　田 89，449

実　績　算　入 13，245

実施面積合計① 156，806

目標面積② 154，895

達成率（①÷②） 101．23％

他
市
町
村
と
の
地
域
間
調
整
の
対
応
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
平
成
九
年
度
転
作
等
目
標
面
積

　
の
配
分
状
況
（
単
位
・
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

区　　　　分
生産調整対象

水田面積①

控　　除　　面　　積 ガイドライン（転作

目標面積）（①一②）定着除外面積 加工用米換算面積 計　②

県
8　年度　目標 32，570．00 2，720．00 3，390．00 6，110．00 26，460．00

9　年度目標 32，780．00 2，823．86 3，420．00 6，243．86 26，536．14

川
西
町

8年度目標内示 182．97 18．15 14．71 32．86 150．11

8年度目標確定 182．97 18．30 9．78 28．08 154．89

8年度転作等実施実績
一 一 一 一

156．80

9年度目標内示 183．31 18．34 9．71 28．05 155．26

o

ご
利
用
く
だ
さ

　
活
字
離
れ
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
感
が

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
月
何
冊
本
を

読
ま
れ
ま
す
か
。
川
西
町
総
合
セ
ン
タ

ー
内
の
公
民
館
図
書
室
で
は
、
順
次
新

刊
を
整
え
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
図
書
室
に
収
蔵
し
て
も
ら
い

た
い
書
籍
等
（
雑
誌
、
文
庫
本
は
除
く
）

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
（
盈
六
八
－
二
一
六
七
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
不
登
校
児
か
ら
の
手
紙

　
　
　
　
　
　
立
川
孝
　
日
本
評
論
社

○
豚
の
報
い
　
又
吉
栄
喜
　
文
芸
春
秋

　
　
　
　
、

　
　
　
㌧

○
英
語
に
な
っ
た
ニ
ッ
ポ
ン
小
説

　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
南
集
英
社

○
氷
海
の
幻
日
　
西
木
正
明
　
講
談
社

○
死
に
ぎ
わ
の
わ
が
ま
ま
　
高
橋
卓
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
代
書
館

O
C
の
福
音
　
　
　
楡
周
平
　
宝
島
社

○
未
練
の
五
月
　
　
　
　
　
坂
木
さ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
濃
毎
日
新
聞

○
今
、
父
は
子
に
何
を
語
る
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
濤
川
栄
太
　
ご
ま
書
房

○
ト
ン
デ
モ
本
の
世
界
　
　
と
学
会
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洋
泉
社

○
時
間
の
園
丁
　
　
武
満
徹
　
新
潮
社

○
ト
ン
デ
モ
本
の
逆
襲
　
　
と
学
会
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洋
泉
社

　
　
　
　
　
○
人
間
通 公

民
館
図
書
室

谷
沢
永
一
　
新
潮
選
書

○
ゆ
る
や
か
な
絆

大
江
健
三
郎
　
講
談
社

○
群
青

　
　
桑
原
水
菜
集
英
社

○
海
の
挽
歌

阿
口
田
高
　
文
芸
春
秋

○
ご
め
ん

　
　
ひ
こ
田
中
　
階
成
社

○
弟
　
石
原
慎
太
郎
　
幻
冬
社

○
旅
で
眠
り
た
い

　
　
蔵
前
仁
一
　
新
潮
社

○
贅
沢
な
る
人
生

中
野
孝
次
　
文
芸
春
秋

O
S
L
Y

　
吉
本
ば
な
な
　
幻
冬
社

○
神
々
の
指
紋
　
上
・
下

　
ク
ラ
ハ
ム
・
ハ
ン
マ
ッ
ク
　
翔
泳
社

○
自
線
流
し
を
知
っ
て
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
川
書
店

○
秀
吉
．
中
　
　
　
堺
屋
太
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
H
K
出
版

○
中
学
生
日
記
　
母
た
ち
の
戦
い

　
　
　
　
　
　
山
田
正
弘
　
ポ
プ
ラ
社

○
中
学
生
日
記
　
見
え
な
い
暴
力

　
　
　
　
　
　
蓬
爽
泰
三
　
ポ
プ
ラ
社

○
中
学
生
日
記
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
高
谷
信
之
　
ポ
プ
ラ
社

○
バ
ー
バ
パ
パ
の
い
ろ
あ
そ
び

　
ア
ネ
ッ
ト
・
チ
ゾ
ン
　
タ
ラ
ス
・
テ

ィ
ラ
ー
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

○
お
て
て
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ

　
　
　
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
　
ポ
プ
ラ
社

○
君
に
つ
い
て
行
こ
う
　
向
井
万
起
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

○
先
生
も
人
間
で
す
　
　
　
　
晶
文
社

　
ジ
ヤ
ッ
ク
・
グ
リ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

○
老
い
る
に
は
覚
悟
が
い
る

　
　
　
　
　
　
米
谷
ふ
み
子
　
海
竜
社

○
イ
チ
ロ
ー
を
育
て
た
鈴
木
家
の
謎

　
　
　
　
　
斉
藤
茂
太
　
家
の
光
協
会

○
虹
の
岬
　
　
辻
井
喬
　
中
央
公
論
社

○
も
の
は
言
い
よ
う
嫁
姑
　
内
海
好
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
文
社

○
子
ど
も
の
文
化
人
類
学
　
原
ひ
ろ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
文
社

○
子
ど
も
と
い
う
宇
宙
　
　
河
合
隼
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
文
明
社
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押
木
喜
策
さ
ん
に
厚
生
大
臣
表
彰

　
押
木
喜
策
さ
ん
（
元
町
）
は
、
昭

和
四
十
三
年
四
月
か
ら
現
在
ま
で
二

十
八
年
十
月
の
間
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に

り
組
み
に
対
し
、
厚
生
大
臣
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒
彰
状
．

轟
霧
詫

中
学
生
ネ
パ
ー
ル
料
理
に
舌
鼓

　
十
一
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
両

日
、
川
西
中
学
校
で
ネ
パ
ー
ル
料
理
の

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
と
諸
外
国
と
の
青
少

年
の
交
流
を
促
進
し
、
共
同
生
活
・
共

通
体
験
を
通
じ
て
、
相
互
の
交
友
を
深

め
、
新
し
い
時
代
の
青
少
年
の
国
際
性

の
か
ん
養
を
目
的
と
し
て
い
る
（
財
）

国
際
青
少
年
研
修
協
会
の
協
力
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
で
、
シ
ェ
ル
パ
（
山
の

ガ
イ
ド
）
と
料
理
人
、
通
訳
も
含
め
一

行
七
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
者

も
食
べ
る
チ
ャ
パ
テ
イ
（
パ
ン
）
に
ベ

ジ
タ
ブ
ル
カ
レ
ー
、
バ
ー
ル
ス
ー
プ

（
バ
ー
ル
豆
を
使
っ
た
ス
ー
プ
）
に
マ

サ
ラ
テ
ィ
ー
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊

富
。
中
学
生
は
、
チ
ャ
パ
テ
ィ
焼
き
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
ひ
と
と
き

の
国
際
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。、

騨
繭

　
　
　
螺

穣

首
都
圏
や
北
陸
圏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
身
近
に

　
十
二
月
十
六
日
、

開
業
を
目
指
し
て
訓
練
運
転
の
続
く

「
ほ
く
ほ
く
線
」

両
編
成
の
普
通
列
車
で
六
日
町
か
ら
約

一
時
間
三
十
分
か
け
て
直
江
津
に
、
帰

り
は
九
両
編
成
の
ス
ー
パ
ー
特
急
に
乗

り
換
え
て
約
五
十
分
で
六
日
町
に
到
着
。

ト
ン
ネ
ル
の
多
い
路
線
と
い
わ
れ
る
と

お
り
、
地
下
鉄
に
乗
っ
た
の
で
は
と
思

わ
せ
る
ほ
ど
の
ト
ン
ネ
ル
の
多
さ
。
そ

の
分
視
界
が
広
が
っ
た
と
き
は
景
色
に

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
特
急
列
車
の
グ
リ
ー
ン
車
両
は
め
い

め
い
に
テ
レ
ビ
付
。
ゆ
っ
た
り
し
た
シ

ー
ト
と
と
も
に
旅
を
よ
り
一
層
楽
し
い

も
の
に
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

塾鷹

麟

越後湯沢で上越新幹線に接続するスーパー特急

「はくたか」（右写真、手前）、十目町駅には一

日四往復停車します。（ほくほく線十日町駅にて）

消
防
車
を
更
新

　
十
二
月
三
日
、
消
防
川
西
分
遣
所
で

新
消
防
車
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
消
防
車
は
、
無
給
油
式
真
空
ポ

ン
プ
や
自
動
揚
水
装
置
な
ど
を
備
え
て

お
り
、
消
防
防
災
設
備
設
置
費
補
助
事

業
に
よ
り
一
千
十
五
万
五
千
八
百
円
で

導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
車
は
、
町
消
防
団
第
一
分
団
第

二
部
第
一
班
（
中
央
町
）
に
配
置
さ
れ
、

お
お
む
ね
千
手
地
区
と
上
野
地
区
を
出

動
区
域
と
し
ま
す
が
、
火
災
で
の
出
動

で
は
な
く
、
火
災
予
防
面
で
の
活
躍
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。
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税
の
大
切
さ

　
　
　
川
西
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
佑
季
子

　
日
本
の
国
税
に
は
、
た
く
さ
ん
の
種

類
が
あ
り
、
そ
の
中
で
私
た
ち
子
供
が

払
え
る
税
は
消
費
税
と
い
っ
て
、
今
で

は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
三
パ
ー
セ
ン
ト
か

け
ら
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
消
費
税
に

偏
見
を
持
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
．
小

さ
か
っ
た
私
に
は
、
た
っ
た
三
円
で
も

高
く
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
も

こ
の
た
っ
た
三
円
が
、
た
く
さ
ん
の
人

々
の
役
に
立
っ
て
い
る
な
ん
て
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
。

　
消
費
税
は
、
商
品
・
製
品
の
販
売
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
取
引
に
対
し

て
、
広
く
公
平
に
課
税
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
生
産
・
流
通
な
ど
の
各
取
引
段
階

で
二
重
三
重
に
税
が
か
か
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
税
が
累
積
し
な
い
仕
組
み

が
と
ら
れ
て
い
る
。
年
間
の
国
の
総
収

入
（
歳
入
）
の
消
費
税
の
金
額
は
、
総

額
七
十
兆
九
千
八
百
七
十
一
億
円
の
う

ち
、
五
兆
九
千
八
百
億
円
（
八
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
）
を
し
め
て
い
る
。
日
本
の

消
費
課
税
を
国
際
的
に
比
較
し
て
み
る

と
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

の
半
分
の
割
合
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

充
分
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
私
た
ち
小
中
学
生
、
．
そ
し
て
高
校
生

に
も
教
育
費
と
い
う
の
が
か
か
り
、
そ

の
中
学
生
一
人
あ
た
り
の
年
間
教
育
費

負
担
額
は
七
十
八
万
三
千
円
で
、
小
学

生
、
高
校
生
よ
り
も
高
い
金
額
に
な
っ

て
い
る
。
負
担
額
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

地
方
公
共
団
体
が
負
担
し
て
い
る
。
こ

の
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
に

は
、
た
く
さ
ん
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
主
要
な
財
源
は
、
消
費
税
も
含
め

た
い
ろ
い
ろ
な
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
。

　
消
費
税
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
前

に
言
っ
た
よ
う
に
、
広
く
公
平
に
課
税

さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
非
課
税
（
課

税
さ
れ
な
い
）
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、

学
校
の
授
業
料
や
教
科
書
、
住
宅
の
家

賃
、
郵
便
切
手
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
が
消
費
税
の
性
格
や
社
会
的
配
慮
か

ら
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
安
心
し
て

生
活
し
て
い
け
る
裏
に
は
、
税
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
っ
た
三

円
が
大
き
な
安
心
を
国
民
一
人
一
人
に

運
ん
で
く
る
。
そ
う
思
う
と
、
い
ま
ま

で
税
に
偏
見
を
も
っ
て
い
た
自
分
が
バ

カ
ら
し
く
思
え
る
。
だ
っ
て
、
こ
ん
な

に
も
自
分
が
税
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
の
も
一
つ
に
あ
る
し
、

好
き
な
物
が
ほ
し
い
時
に
買
え
る
こ
と

に
、
あ
ま
り
に
も
考
え
な
さ
す
ぎ
た
こ

と
も
一
つ
に
あ
る
。
今
、
こ
う
し
て
豊

か
に
生
活
で
き
る
の
は
、
ど
こ
か
で
税

が
支
え
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
消
費
税
の
税
率
が
三
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
け
ど
、
こ
れ
は
自
分
の
た
め
と

思
っ
て
払
い
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
こ

の
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
い
く
う
え
で
、

お
年
寄
り
が
快
適
に
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
税
金
が
役
立
て
ば
と
思
う
。

私
た
ち
の
未
来
の
た
め
、
夢
を
か
な
え

る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
税
金
と
長
く
仲
良
く
付
き
合
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

税
金
の
大
き
な
力

　
　
　
川
西
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
祐
子

　
「
消
費
税
」
今
ま
で
の
私
な
ら
、
こ

の
言
葉
を
聞
い
て
い
い
印
象
を
受
け
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
の
か
、
理
由
は
ご
く

簡
単
で
、
買
っ
た
品
物
の
金
額
の
他
に

三
パ
ー
セ
ン
ト
余
計
に
お
金
を
払
わ
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
不
満
を
持
っ

て
い
た
か
ら
だ
。
今
、
考
え
て
み
る
と
、

こ
れ
は
私
が
全
然
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、

税
の
こ
と
を
知
ら
な
す
ぎ
た
た
め
に
お

こ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
だ
か

ら
、
税
の
勉
強
を
し
た
時
は
、
驚
い
た
。

鼎

税
が
私
た
ち
の
生
活
を
助
け
て
く
れ
て

い
た
の
に
、
私
は
勘
違
い
を
し
て
い
た

か
ら
だ
。
税
金
に
対
し
て
失
礼
な
こ
と

を
し
た
。
そ
ん
な
思
い
だ
っ
た
。
勉
強

し
て
い
く
う
ち
に
、
税
の
大
切
さ
と
価

値
が
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
た
。

　
ま
ず
、
私
た
ち
が
普
段
な
に
げ
な
く

利
用
し
て
い
る
道
路
や
学
校
な
ど
は
、

税
金
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
不

満
を
持
っ
て
い
た
税
な
の
に
、
税
金
は

私
た
ち
の
所
に
い
い
形
で
何
倍
に
も
大

き
く
な
っ
て
還
っ
て
く
る
の
だ
。
私
の

回
り
に
も
、
い
つ
の
間
に
か
姿
を
変
え

た
税
金
た
ち
が
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
た

め
に
い
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
税

金
た
ち
は
人
に
幸
せ
を
も
与
え
て
く
れ

て
い
る
と
思
う
。
勉
強
の
で
き
る
環
境

が
あ
る
こ
と
、
病
気
に
か
か
っ
た
時
す

ぐ
治
療
を
受
け
れ
る
こ
と
な
ど
ま
だ
ま

だ
あ
げ
れ
ば
た
く
さ
ん
で
て
く
る
。
今
、

こ
の
世
の
中
は
、
税
金
の
お
か
げ
で
成

り
立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

だ
。
こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
強
く
結
ば
れ
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
今
、
深
刻
な
社
会
間
題
の

一
つ
と
し
て
高
齢
化
が
上
げ
ら
れ
る
。

現
在
、
お
年
寄
り
一
人
を
約
四
人
の
働

き
手
で
支
え
て
い
る
が
、
二
十
五
年
後

に
は
、
約
二
人
で
支
え
る
こ
と
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
老
後
の
健
康
で
安

定
し
た
生
活
の
た
め
に
は
た
く
さ
ん
お

金
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
だ
け
で

は
な
い
が
、
来
年
の
四
月
か
ら
消
費
税

が
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
そ
し
て
、

私
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
今
よ
り

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
税
が
か
け
ら
れ
て
、

た
く
さ
ん
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
が
く
る
と
思
う
。
こ
う
い
う
時

こ
そ
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
か
を
認
識
し
て
欲
し
い
。

私
は
、
今
消
費
税
と
い
う
小
さ
な
所
か

ら
し
か
協
力
で
き
な
い
が
、
自
分
と
み

ん
な
の
暮
ら
し
の
た
め
に
心
よ
く
払
い

た
い
と
思
う
。

　
　
　
’

　
で
も
、
一
人
分
の
税
金
で
、
な
に
か

し
よ
う
と
し
て
み
て
だ
め
で
も
、
み
ん

な
の
税
金
が
集
ま
れ
ば
、
と
て
も
大
き

な
力
に
な
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
大
き
な

力
を
作
る
に
は
、
み
ん
な
の
税
に
対
す

る
気
持
ち
と
税
金
が
必
要
だ
と
思
う
。

そ
の
気
持
ち
と
税
金
が
集
ま
れ
ば
、
よ

り
よ
い
暮
ら
し
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
に
使
っ
て
も
ら
え
る
。
高
齢
化
社

会
な
の
で
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
施
設

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
い
ず

れ
は
、
き
っ
と
私
も
利
用
す
る
時
が
く

る
だ
ろ
う
。
先
の
こ
と
も
考
え
、
今
も

ま
っ
す
ぐ
前
を
み
つ
め
て
、
み
ん
な
で

一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
大
き
な
力
を
作
り

上
げ
た
い
。
そ
し
て
明
日
の
未
来
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑪

岩
瀬
金
　
子
　
幸
作

　
上
野
は
組
元
村
だ
っ
た

　
川
西
地
方
一
帯
が
高
田
藩
主
松
平
忠

昌
の
支
配
下
に
編
入
さ
れ
た
こ
ろ
、
上

野
村
は
妻
有
郷
の
う
ち
信
濃
川
西
の
広

い
範
囲
の
組
元
村
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
七
月
に
「
上

野
組
貝
野
村
の
内
七
六
石
八
斗
四
升
八

合
」
と
記
し
た
知
行
印
状
が
残
っ
て
い

る
。
こ
の
年
の
夏
、
福
島
正
則
が
信
州

　
　
　
　
に
ゅ
う
ぷ

川
中
島
に
入
部
し
た
こ
と
で
魚
沼
郡
は

大
き
く
二
分
さ
れ
、
妻
有
郷
の
村
々
も

細
か
く
分
断
さ
れ
た
形
に
な
り
、
こ
の

と
き
沖
立
村
と
仙
田
村
は
幕
府
領
に
編

入
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
忠
昌
は

越
前
北
ノ
庄
（
福
井
市
）
に
入
部
、
北

ノ
庄
か
ら
忠
昌
の
甥
に
当
た
る
仙
千
代

　
　
　
　
　
て
ん
ぽ
う

丸
が
高
田
に
転
封
さ
れ
る
が
、
こ
の
藩

主
は
そ
の
ま
ま
江
戸
で
育
て
ら
れ
る
。

　
寛
永
三
年
に
は
曹
洞
宗
長
安
寺
末
の

松
林
山
相
国
寺
が
室
島
に
建
立
さ
れ
る

が
、
数
度
の
火
災
で
記
録
を
焼
失
し
て

く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　
同
十
一
年
に
は
、
江
戸
で
成
長
し
た

仙
千
代
丸
が
名
を
松
平
光
長
と
改
め
て

高
田
城
に
入
る
。
木
落
、
下
平
新
田
あ

た
り
の
川
辺
一
帯
は
、
寛
永
年
間
か
ら

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
ご
ろ
に
か
け

て
本
多
七
左
衛
門
の
知
行
地
で
あ
っ
た

が
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
こ
ろ

に
は
越
後
騒
動
の
中
核
と
な
っ
た
小
栗

み
ま
さ
か

美
作
の
父
で
あ
る
小
栗
五
郎
左
衛
門
の

知
行
地
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

越
後
騒
動
と
代
官
支
配

　
高
田
藩
主
の
後
継
者
間
題
か
ら
延
宝

二
年
（
一
六
七
四
）
に
お
こ
っ
た
越
後

騒
動
は
、
こ
れ
を
鎮
御
で
き
な
か
っ
た

と
し
て
光
長
が
城
地
を
召
上
げ
ら
れ
、

身
柄
を
伊
予
の
松
山
へ
御
預
け
に
な
っ

て
一
件
落
着
す
る
。
光
長
の
支
配
は
五

十
七
年
間
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
治
世
の

基
本
と
な
っ
た
の
は
寛
永
九
年
に
発
し

た
「
定
」
十
八
力
条
で
、
要
は
領
内
の

百
姓
に
年
貢
を
完
納
さ
せ
る
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
「
川
西
町
史
」

通
史
編
上
巻
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

　
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
六
月
に
城

地
の
引
き
渡
し
が
あ
り
、
光
長
の
遺
領

は
す
べ
て
幕
府
領
と
な
り
、
九
月
に
年

　
　
て
ん
な

号
は
天
和
と
改
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
代

に
魚
沼
の
妻
有
組
を
支
配
し
た
お
も
な

　
　
　
お
か
の
ぽ
り

代
官
は
岡
登
次
郎
兵
衛
で
あ
り
、
こ
の

こ
ろ
小
千
谷
組
に
属
し
た
仁
田
・
野
口

　
　
　
　
　
し
だ
ら

村
の
代
官
は
設
楽
孫
兵
衛
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
じ
ょ
う
き
ょ
う

　
岡
登
代
官
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

ま
で
支
配
し
た
が
、
罪
あ
っ
て
八
丈
島

へ
遠
島
と
な
り
、
翌
年
切
腹
を
命
ぜ
ら

れ
た
悲
劇
の
人
で
あ
っ
た
。
後
任
の
代

官
は
小
野
朝
之
丞
で
元
禄
元
年
（
一
六

八
八
）
ま
で
在
職
し
、
翌
年
か
ら
馬
場

新
右
衛
門
が
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

ま
で
、
そ
の
後
は
金
丸
又
左
衛
門
が
正

徳
三
年
（
一
七
一
三
）
ま
で
、
翌
年
か

ら
日
野
小
左
衛
門
が
支
配
し
、
享
保
九

年
（
一
七
二
四
）
に
は
当
地
方
が
会
津

　
　
あ
ず
か
り
り
ょ
う

藩
の
預
領
に
編
入
さ
れ
る
。

山
谷
組
が
白
河
預
り
に

　
享
保
後
年
か
ら
の
当
地
方
は
領
主
の

支
配
替
え
が
著
し
く
、
ど
の
村
が
い
つ

だ
れ
の
支
配
に
属
し
た
か
さ
だ
か
で
な

い
期
間
も
あ
る
。
幕
府
の
直
轄
領
や
会

津
、
高
田
、
臼
河
、
桑
名
領
に
属
し
て

統
治
さ
れ
る
が
、
豪
雪
地
帯
の
へ
き
地

で
あ
る
た
め
か
、
領
主
に
直
接
支
配
さ

れ
て
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
は
つ

い
ぞ
な
か
っ
た
。
十
日
町
陣
屋
、
塩
沢

陣
屋
、
小
千
谷
陣
屋
、
川
浦
代
官
所
、

出
雲
崎
代
官
所
、
石
瀬
代
官
所
、
信
州

中
野
代
官
所
、
脇
野
町
代
官
所
等
の
支

配
を
受
け
て
転
々
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
古
来
、
吉
田
郷
に
属
し
た
稲
葉
、
山

谷
、
小
泉
、
北
鐙
坂
、
南
鐙
坂
と
共
に

山
谷
組
二
十
力
村
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
山
野
田
、
東
善
寺
、
水
口
沢
、
中
屋

敷
、
伊
勢
平
治
、
高
原
田
、
坪
山
、
鶴

吉
、
霜
条
、
上
野
、
祖
師
、
新
町
新
田
、

三
領
、
下
平
新
田
、
木
落
の
十
五
力
村

は
、
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
と
な
っ

た
翌
年
の
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
か

ら
百
二
十
年
間
を
高
田
領
に
属
し
て
、

お
も
に
幕
府
直
轄
領
で
支
配
さ
れ
る
。

　
こ
の
山
谷
組
二
十
力
村
は
、
享
保
九

年
か
ら
十
七
年
間
を
会
津
預
領
に
な
っ

て
十
日
町
陣
屋
の
支
配
を
受
け
、
寛
保

元
年
（
一
七
四
一
）
に
高
田
藩
主
が
奥

州
臼
河
へ
移
封
さ
れ
る
と
そ
の
ま
ま
臼

河
預
領
と
な
り
、
柏
崎
陣
屋
の
も
と
で

八
十
二
年
間
を
支
配
さ
れ
る
。

越
後
女
が
自
河
起
こ
す

　
上
村
政
基
町
文
化
財
調
査
審
議
会
委

員
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
高
田
城
か
ら
臼
河
城
へ
転
封
さ
れ
た

　
　
さ
だ
か
た
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
か
ず
さ
　
　
　
あ
　
わ

松
平
定
賢
は
陸
奥
、
上
総
、
安
房
、
越

後
の
四
国
を
領
し
た
が
、
な
か
で
も
越

後
領
は
最
大
で
刈
羽
、
三
島
の
両
郡
は

再
領
、
魚
沼
、
蒲
原
、
岩
船
の
三
郡
は

新
領
で
あ
っ
た
。

　
臼
河
に
入
城
し
た
松
平
氏
は
、
藩
の

繁
栄
を
願
っ
て
越
後
領
地
か
ら
多
く
の

娘
た
ち
を
自
河
に
呼
び
、
全
員
を
同
地

に
縁
付
か
せ
て
臼
河
一
帯
の
人
口
を
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
よ
ヤ
つ

加
さ
せ
た
。
臼
河
市
の
里
謡
に
「
越
後

女
が
臼
河
起
こ
す
、
こ
れ
も
御
殿
の
お

た
ま
も
の
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、

川
西
町
で
も
山
野
田
、
東
善
寺
、
水
口

沢
、
中
屋
敷
、
高
原
田
、
坪
山
、
鶴
吉
、

霜
条
、
伊
勢
平
治
、
上
野
、
祖
師
、
下

平
新
田
、
木
落
の
村
々
か
ら
嫁
ぎ
手
で

器
量
よ
し
の
娘
た
ち
が
臼
河
ヘ
ス
カ
ウ

　
　
　
　
　
　
せ
い
か

ト
さ
れ
、
修
身
斉
家
を
説
く
藩
公
に
従

い
、
現
地
で
結
婚
し
て
永
住
し
た
可
能

性
を
裏
付
け
て
い
る
。

預
領
と
天
領
の
百
姓

　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
臼
河
藩

主
が
伊
勢
の
桑
名
藩
へ
移
封
さ
れ
る
と

当
地
方
の
臼
河
預
領
は
こ
の
と
き
も
藩

主
に
し
た
が
い
、
明
治
維
新
ま
で
の
四

十
五
年
間
を
桑
名
預
領
と
な
り
、
柏
崎

陣
屋
の
も
と
で
支
配
さ
れ
る
。

　
※
柏
崎
陣
屋
は
桑
名
藩
の
飛
地
領
六

万
石
（
内
容
は
八
万
三
千
石
）
と
、
預

領
五
万
石
の
政
庁
所
在
地
で
、
後
に
本

県
初
の
柏
崎
県
と
な
る
。

　
臼
河
、
桑
名
預
領
の
百
姓
た
ち
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ

野
良
仕
事
の
と
き
に
挟
の
無
い
細
い
筒

そ
で袖
の
作
業
衣
を
着
て
働
い
た
。
こ
れ
に

対
し
、
仙
田
村
や
沖
立
、
小
根
岸
、
仁

田
、
野
口
村
な
ど
天
領
（
幕
府
領
）
の

百
姓
た
ち
の
野
良
着
は
袖
が
広
く
て
挟

が
あ
り
、
容
易
に
見
分
け
ら
れ
た
。

謁
，
　

　
　
　
1

　
　
　
、
器

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
灘
難
鑛
，
懸

　
　
　
灘
灘
撚
雛

　
　
　
購
欝
撒

　
　
　
　
灘
灘

　
組
元
村
だ
っ
た
上
野
地
区
（
中

　
子
台
地
か
ら
撮
影
）
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町
立
保
育
園
の
代
替
職
員

　
　
　
登
録
者
募
集
中

町
で
は
、
保
育
業
務
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
か
ら
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
保

育
園
職
員
が
出
産
や
疾
病
等
に
よ
り
休

ん
だ
場
合
で
も
児
童
の
正
常
な
保
護
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
代
替
職
員
と
し
て

臨
時
任
用
し
て
い
ま
す
．
若
干
の
臨
時

任
用
の
予
定
も
あ
り
ま
す
の
で
、
次
を

ご
覧
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
職
種
保
母

◆
賃
金
（
一
日
当
た
り
）

　
有
資
格
者
　
六
、
六
〇
〇
円

　
無
資
格
者
　
五
、
八
○
○
円

◆
登
録
資
格
　
通
勤
可
能
な
方

◆
申
込
先
等
　
二
月
二
十
日
ま
で
に
住

　
民
課
社
会
福
祉
係
（
智
六
八
－
三
一

　
一
一
内
線
二
〇
五
、
有
線
二
一
三
二
）

　
ま
た
は
最
寄
り
の
町
立
保
育
園
ま
で

火
災
の
な
い
ま
ち
を
願
う

　
　
火
災
予
防
標
語
募
集

◆
テ
ー
マ
　
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る

　
も
の

◆
応
募
資
格
　
十
日
町
市
及
び
中
魚
沼

　
郡
に
お
住
い
の
方

◆
応
募
方
法
等
　
一
般
（
中
学
生
以
上
）

　
と
小
学
生
以
下
の
二
部
門
と
し
、
一

　
人
一
点
。
ハ
ガ
キ
等
に
書
い
て
二
月

　
十
日
ま
で
に
次
に
送
る
。
〒
九
四
八

　
十
日
町
市
大
字
北
新
田
一
－
十

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
　
予
防
課

◆
表
彰
　
一
般
・
小
学
生
以
下
の
部
と

　
も
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
一
点

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
十
日
町
地
域
消
防

　
本
部
　
予
防
課
予
防
係
　
盈
五
七
－

　
一
五
五
五

働
き
な
が
ら

　
　
　
　
高
等
学
校
教
育
を

◆
募
集
し
て
い
る
学
校

○
定
時
制
課
程
　
県
内
十
三
の
公
立
高

　
等
学
校
（
十
日
町
（
普
通
・
四
十
人
）
、

　
長
岡
西
、
小
千
谷
、
六
日
町
な
ど
）

○
通
信
制
課
程
　
新
潟
高
等
学
校
、
高

　
田
南
城
高
等
学
校

◆
応
募
資
格

○
本
年
三
月
に
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ

　
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

　
の
人

○
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

　
校
を
卒
業
し
た
人

○
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上

　
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

○
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

◆
願
書
の
提
出

○
定
時
制
課
程
　
二
月
十
二
日
～
二
月

　
十
七
日
の
正
午
ま
で

○
通
信
制
課
程
　
二
月
二
十
四
日
～
四

　
月
四
日
の
午
後
四
時
ま
で

◆
学
力
検
査

○
定
時
制
課
程
　
三
月
十
一
日
に
国
語
、

　
数
学
、
英
語
の
三
科
目
と
面
接

○
通
信
制
課
程
　
学
力
検
査
は
行
わ
ず
、

　
面
接
の
み

◆
問
い
合
わ
せ
先

○
出
願
手
続
き
　
出
身
中
学
校

○
学
習
内
容
等
　
出
願
す
る
高
等
学
校

○
そ
の
他
　
県
教
育
庁
高
等
学
校
教

　
育
課
（
岱
〇
二
五
－
二
八
五
－
五
五

　
一
一
内
線
三
八
八
一
～
三
八
八
三
）

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
講
座
開
講

　
近
年
は
ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
で
す
。

そ
の
中
で
特
に
精
神
障
害
者
に
は
負
担

が
大
き
く
、
乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
に

は
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
精
神
保
健
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を

推
進
す
る
意
味
か
ら
、
次
に
よ
り
精
神

保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
講
し
ま

す
。◆
日
程
及
び
内
容

〇
二
月
三
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十
分

　
～
三
時
三
十
分
　
講
義
「
心
の
健
康

　
と
精
神
障
害
に
つ
い
て
」
、
な
か
さ

　
わ
作
業
所
見
学
等

〇
二
月
六
日
（
木
）
午
前
十
時
～
十
一

　
時
四
十
分
　
講
義
「
精
神
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
と
は
」
、
な
か
さ
わ
作
業
所
で

新しい嘱託員…①

1年間お世話になります。

平成8年12月26日届出（敬称略）

利
子
弘
平
一
子
郎
誠
正
雄
一
和
幸
一
策
二
教
男

　
　
　
　
　
　
枝

正
久
　
守
俊
己
一
　
　
秀
淳
家
正
康
新
憲
喜
一

　
　
　
　
　
　
　

藤
橋
品
村
村
　
橋
家
崎
村
口
越
山
山
山
藤
野
中

　
　
　
　
　
　
木

佐
高
蔵
田
田
押
高
山
山
木
山
村
丸
丸
丸
須
大
田

田
山
条
吉
野
町
領
落
崎
辛
田
口
歩
田
深
原
倉
倉

原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
　
　
十
　
　
　
　
臼
臼

高
坪
霜
鶴
上
元
三
木
寺
塩
仁
野
四
原
根
下
大
小
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栄
太
雄
雄
春
雄
繁
子
ツ
博
六
平
猛
雄
子
政
郎
夫
吉

　
出
　
　
　
　
　
　
　
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
日
俊
幸
千
秀
　
日
イ
　
国
正
　
節
文
光
喜
昭
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
塚

田
村
　
野
中
崎
野
野
橋
辺
山
上
橋
水
林
崎
井
藤
間

太
北
宮
茂
田
川
小
平
高
田
横
野
高
清
小
福
大
数
櫃

町
田
西
東
ト
町
町
兼
寺
町
町
町
町
町
敷
尾
島
立
友

　
　
通
通
一

島
野
所
所
パ
　
日
郎
善
　
央
中
社
校
屋

　
　
　
　
　
ア

　
　
電
電
道

中
山
発
発
鉄
栄
朝
四
東
上
中
田
神
学
中
寺
木
沖
伊

通
所
者
と
の
交
流

〇
二
月
十
三
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十

　
分
～
三
時
三
十
分
　
保
健
所
、
作
業

　
所
等
の
関
係
者
と
の
意
見
交
換
等

◆
対
象
者
＋
人

◆
申
込
先
等
　
　
一
月
二
十
日
ま
で
に
十

　
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課
（
暦
五
七

　
－
二
四
〇
〇
）
に
申
し
込
む
。
定
員

　
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

教
育
振
興
に

櫃
間
道
夫
（
榊
太
嚇
韻
）
十
万
円

大
嶋
良
作
（
十
日
町
市
）
十
万
円

広
報
発
行
に

吉
岡
澄
子
（
備
駈
韻
）
一
万
円

　
　
　
　
善



　
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
を
作
り
ま
す

　
十
日
町
地
区
雇
用
協
議
会
で
は
、
新

規
学
校
卒
業
者
や
U
タ
ー
ン
希
望
者
を

対
象
と
し
た
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

こ
の
地
区
の
高
校
生
、
近
隣
の
高
校
及

び
専
門
学
校
、
県
外
の
学
校
と
学
生
並

び
に
U
タ
ー
ン
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

採
用
を
検
討
し
て
い
る
事
業
所
は
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
◆
規
格
　
A
四
版
　
一
事
業
所
一
ぺ
ー

　
ジ
（
写
真
二
枚
ま
で
）
二
色
刷
り

◆
費
用
　
一
事
業
所
　
新
規
：
一
万
七

　
千
円
、
継
続
・
⊥
万
六
千
円

◆
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先
　
十
日
町

　
公
共
職
業
安
定
所
学
卒
係
（
智
五
七

　
ー
二
四
〇
七
）
ま
た
は
役
場
開
発
課

　
商
工
観
光
係
（
智
六
八
－
三
一
一
一

　
内
線
三
二
）
ま
で

　
一
月
十
四
日
は

　
　
大
自
倉
の
バ
イ
ト
ヘ

　
今
年
も
大
き
な
大
き
な
バ
イ
ト
を
作

り
ま
す
。
作
業
は
午
前
八
時
か
ら
、
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
大
歓
迎
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
は
午
後
六
時
か
ら
、
皆
さ

ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
訂
　
　
正

　
十
二
月
二
十
日
め
お
知
ら
せ
版
『
暮

ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
i
』
の
一
月
十
六
日

「
ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学
」
は
誤
り
で

す
。
訂
正
し
ま
す
。

平
成
九
年
度
農
業
標
準
賃
金

一
日
あ
た
り

男
子
　
七
、
六
〇
〇
円

女
子
　
七
、
一
〇
〇
円

◆
毒
◆
も
◆
墾
◆
も
◆
曝
◆
毒
．
◆
も
．
◆
も
6
7
も
◆
も
◆
毒
、
◆
も
◆
も
◆
も
◆
毒
、
◆
奪
◆
毛
．
◆
墾
◆
墾
◆
垂
．
◆
≒
◆
弩
◆
寺
◆
塵
◆
睾
◆
≒
◆
睾
◆
も
◆
毒
◆
毫
．
◆
皇
．
◆
も
◆
も
◆
毒
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農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
の
農
業
標
準
賃
金
を
決
め
ま

　
　
勉
奪
・
　
　
小
わ
に
レ

㌃
瓢
薫
∵
　
て
　
　
岬
虐
“

。
さ
“
5
げ
』
．
●
靴
、

　
金
意
　
・
，
　
高
崎
正
風
選

若
者
に
負
け
じ
と
雑
煮
祝
ひ
け
り

孫
多
き
年
玉
袋
数
え
置
く

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

み
ど
り
児
の
母
を
捉
へ
て
初
笑
ひ

短
日
の
突
貫
工
事
粉
雪
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

も
み
じ
の
手
合
わ
せ
て
孫
も
初
詣

お
年
玉
可
愛
い
い
礼
の
電
話
来
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

み
そ
か
蕎
麦
や
わ
ら
か
に
茄
で
老
夫
婦

今
日
よ
り
は
無
休
の
師
走
郵
便
夫

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

干
し
魚
は
伊
豆
の
名
物
買
初
に

冬
い
ち
ご
残
照
富
士
を
つ
つ
み
け
り

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

具
の
多
き
田
舎
雑
煮
に
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

詰
ま
ぬ
筈
な
き
詰
将
棋
小
正
月

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

掛
け
所
き
め
て
新
居
の
初
暦

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条

打
板
に
片
膝
立
て
・
餅
を
切
る

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山

初
詣
し
て
極
楽
の
湯
に
浸
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

初
夢
に
出
て
く
る
縁
起
雪
の
富
士

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子

冬
来
た
る
牡
丹
に
藁
を
着
せ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

静り鉄　由　向　石

江平喜山平
し
た
。

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
標
準
賃
金
で
す
。

作
業
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、
頼
む
人
、

頼
ま
れ
る
人
が
お
互
い
に
納
得
の
う
え

で
、
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
銀
の
一
番
街
の
売
り
始
め

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

囲
い
し
て
総
て
終
り
の
安
堵
か
な

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

大
け
や
き
天
に
突
立
ち
年
新
た

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

若
水
と
い
う
有
難
き
水
を
飲
む

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

千
両
の
紅
い
の
実
に
小
鳥
来
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

四
世
代
揃
っ
て
初
日
拝
み
け
り

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

金
婚
の
年
を
迎
え
し
今
朝
の
春

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

新
し
き
樽
の
匂
い
や
今
年
酒

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

無
人
家
の
屋
根
に
も
白
く
雪
積
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

平
凡
に
成
り
て
久
遠
の
年
迎
う

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

送
ら
れ
し
野
沢
菜
漬
け
に
友
偲
ぶ

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

若
き
顔
想
い
出
さ
せ
る
年
賀
状

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

書
初
め
や
心
新
た
に
筆
を
取
る

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
雲
　
川
風

牛
の
絵
の
賀
状
の
孫
に
届
き
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

過
去
の
こ
と
水
に
流
し
て
今
朝
の
春

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濁

初
電
話
か
け
て
先
ず
聞
く
雪
の
嵩

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

冬
の
川
鴨
一
斉
に
向
き
を
変
え

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

健
診
を
受
け
て

　
　
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
年
一
回
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
健
康
の
あ
り

が
た
さ
が
わ
か
る
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す

が
、
と
り
か
え
し
が
つ
か
な
く
な
っ
て

か
ら
で
は
困
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
健

康
管
理
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
日
本
の
死
因
の
第
一
位
は
が
ん
、
第

二
位
が
心
臓
病
、
第
三
位
は
脳
卒
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
中

年
以
降
に
発
症
し
や
す
く
、
家
庭
的
に

も
社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
川
西
町
で
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
状

況
を
み
る
と
、
表
①
の
よ
う
に
が
ん
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

況
わ
汎
神
騙
碗
　
臥

　
状
H
が
脳
心
そ
　
4

亡
馳
■
國
　
□
　
緻

灰
H

「表①川西町の疾病別

　　　　　　　　　　（

　
が
ん
に
よ
る
死
亡
で
は
、
表
②
の
よ

う
に
五
人
に
一
人
は
胃
が
ん
で
す
。
ま

た
、
大
腸
・
直
腸
が
ん
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
が
ん
の
予
防
に
は
、
食
生
活
、

禁
煙
等
と
の
関
わ
り
も
大
で
す
し
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
最
も
有
効
で
す
。

　
町
の
胃
が
ん
検
診
で
は
、
八
年
間
で

二
十
四
人
の
胃
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
う

　　　　　　　　　　　　　　す
表②がん部位別死亡割合　　。

　　　　　　　　（Hl～H5）

　　　　　　　　　　■胃、食道

　　　　　　　　　　圏肺、気管支
　　　　　　26人
　　　　　　　　　　團大腸、直腸
　42人

ち
十
二
人
が
早
期
が
ん
で
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

漏
が
ん
は
見
つ
か
り
や
す
く
言
ま
⑭

餓調
　4人

唖鰯鮨

　
脳
卒
中
で
亡
く
な
る
方
も
多
い
の
で

す
が
、
発
病
す
る
方
も
年
間
二
十
人
前

後
お
ら
れ
ま
す
。
発
病
の
原
因
と
な
る

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
動
脈
硬
化
を
指

摘
さ
れ
て
い
る
方
も
増
え
て
い
る
の
で

心
配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
は

三
大
成
人
病
（
生
活
習
慣
病
）
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
放
し
で
な

く
、
結
果
を
み
て
、
生
活
習
慣
を
改
善

し
た
り
治
療
を
受
け
た
り
と
い
っ
た
こ

と
が
大
切
で
す
．

　
町
で
は
、
住
民
検
診
・
が
ん
検
診

（
胃
・
子
宮
・
肺
・
乳
・
大
腸
）
人
間

ド
ッ
ク
を
行
っ
で
い
ま
す
。
今
年
も
三

月
に
各
種
検
診
の
申
し
込
み
を
と
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

1
年
に
一
回
の
検
診
が
あ
な
た
の
身
を

守
り
ま
す
ー

⑬9．1．10



、
繋
饗
、
翻

葛
蓄
き
き
壕
◎
」
骸
名
嵐

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　（涌知南高
井桐雲橋

　
修
　
　
伊
友

み
ゆ
き
木
島
か
ら

　
成
　
　
中
里
村
か
ら

祐
子
十
日
町
市
か
ら

　
　
　
　
（
中
島
町
転
入
）

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

押田田青
木辺中木

伸
輝
5
8
（
伸

利
一
7
8
（
清

徳
松
7
9
（
勝

久
助
81
（
和

之義一輝
）　）　）　）

元神仁木
　社
町町田落

小
海
　
セ
ウ
87
（
新
　
一
）
小
根
岸

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

か　真え真ま凌り真ま

　　　　より　平貸優ゆ央う帆ほ

直二康和学真和利早隆

美男子利美澄子幸苗夫

藤
巻
は
る
か

夫苗
新
町
新
田
器

　
　
　
　
　
器

　
上
　
野

新
町
新
田

上
　
野

仁
　
田

　
昇
　
　
　
寺
ケ
崎

か
お
り

（
1
2
月
1
日
～
2
7
日
届
け
出
分
）

も
◆
も
◆
．
匙
◆
毒
．
◆
．
辱
◆
毒
◆
毒
．
◆
・
邑
需
．
◆
毛
．
◆
邑
7
◆
色
一
．
◆
≒
．
◆
・
釜
．
◆
昌
マ
◆
も
．
◆
も
．
◆
峯
．
◆
・
…
7
◆
奪
◆
墾
◆
毒
◆
毒
◆
も
・
◆
睾
◆
も
◆
も
◆
も
◆
睾
◆
も
・
◆
毒
・
◆
塾
◆
毒
◆
も
◆
奪
◆
も
◆

表
紙
の
写
真

　
正
月
の
子
供
た
ち
の
遊
び
と
い
え
ば
、

　
　
　
た
こ
　
　
　
　
　
こ
ま

童
謡
で
は
凧
上
げ
、
独
楽
回
し
、
羽
根

突
き
な
ど
。
で
も
今
で
は
、
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
や
ミ
ニ
四
駆
な
ど
が
主
流
と
な
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
な

ど
も
そ
の
仲
間
入
り
。
捨
て
て
い
た
ボ

ト
ル
を
利
用
し
て
の
こ
の
遊
び
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
写
真
は
、
昨
年
十
一
月
に
木
落
で
行

わ
れ
た
も
の
。
な
か
に
は
飛
距
離
一
七

〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、

水
し
ぶ
き
と
と
も
に
大
き
な
喚
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

ゆ
ち
ゆ
ゑ
ら
う
ゆ
ち
ア
リ
ち
り
る
ア
リ
も
り
あ
コ
コ
ロ
ゆ
ろ
ロ
ロ
ド
リ
も
ロ
ゆ
　
コ
　
ラ
ら
リ
ロ
　
ぺ
ゆ
も
コ
ド
う
る
ド
ら
ミ
ら
き
リ
ロ
モ
ゆ
も
ロ
う
る
モ
う
ヨ
ぞ
ゆ
も
り
る
ロ
で
ら
き
ゆ
ニ
マ
ら
き
う
を
う
ら
ゆ
ら
う
ら
や
も
う
も
う
も
う
も
や
も

平
成
七
年
国
勢
調
査
人
ロ
公
表
さ
れ
る

　
平
成
七
年
国
勢
調
査
人
口
が
厚
生
省

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
紙
平
成
七

年
十
二
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
概
数
に

変
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
再
掲
し
ま
す
。

　
人
ロ
は
八
、
五
二
四
人
（
男
四
、
一

八
八
人
、
女
四
、
三
三
六
人
。
前
回
概

数
は
八
、
五
二
二
人
）
、
世
帯
数
は
二
、

一
二
三
（
前
回
概
数
と
同
じ
）
で
す
。

＝器器器器器＝器器器＝＝＝器器器器器＝器器器3器＝3器器器器3器器＝＝器器＝能器器器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dイ』響謎趨鶴

ノ

▲「みんななかよし」

1年生むらこしちえこ　さん

　鍵麟雛

璽
灘
爆

繍
　
、

　「学校から見た田園」

▼6年生星野秀美さん

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
」

〈
2
年
生
丸
山
雅
孝
く
ん

　
　
偽
‘

　
　
　
　
　
　
ノ

「
屋
上
か
ら
見
た
近
所
の
家
」

《
6
年
生
五
十
嵐
聡
子
さ
ん

　●休日救急医

1月12日大島医院（川原町）

　　　852－2957

〃日中条病院（中条）

　　台　57－3018

15日山口医院（下条）

　　盈55－2003

19日池田医院（本町西）

　　盈　52－2581

26日富田医院（神明町）

　　費　52－3269

2月2日中条病院（中条）

　　　　費57－3018

9日大坪医院（四日町）

　智57－6100

11日第二藤巻医院（上野）

　　a　68－2018

〈「秋の風景」

3年生山家紗恵子さん

「木の時計」　　　　》

4年生野沢康一くん

　「楽しい鍵盤ハーモニカ」

▼1年生そうまたかし　くん
　　睡鐘暖

八
橘
小
学
校
丁

“ノ

ぐ
5
年
生
大
久
保
晶
史
く
ん

、

、
六
久

〈
5
年
生
野
沢
拓
也
く
ん

、

調
択
嫉
範

1．10⑭9．

〈次回は仙田小学校です）
騨


